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2大切な“食”をナビゲート 「ご当地レンタカー」で新展開
［食 navi ステーション｜ http://www.snavi-st.com］ ［株式会社ドラグーン｜ http://www.rabirin.jp］

A  ミンチして再形成した豚肉と付け合
せの野菜等。お年寄りでも、噛んで
食べることができる

B  飲み物にとろみを付けることで誤嚥
を防ぐ商品なども揃う

C  カウンセリング中の木村さん

A  人目を引くデザインで大活躍したPR
カー「GOTOREN」と鎌田社長。

BCD
　  「ご当地レンタカー」の内装。特産品

の本質を伝える職人手づくりの内装が
魅力

川連塗り 樺細工

秋田八丈

〒010-8572 秋田県秋田市山王 3-1-1 秋田県庁第二庁舎　3F ／ TEL. 070-5320-1423・FAX. 018-833-1423
E-mail：syokunavistation@gmail.com

〒010-0975　秋田県秋田市八橋字下八橋 191-22 ／ TEL. 018-018-867-8400・FAX. 018-867-8448
E-mail：info@dra.co.jp

秋田の食材を使った商品づくりをプランニング

管理栄養士で、6次産業化プランナーでもある木村まゆ
みさんが代表を務める「食naviステーション」は、平成27
年創業。秋田県内の企業や組織を対象にした「新商品プロ
デュース」と、高齢化社会に対応する「健康な食事・介護食
品の提供」を主軸に活動を行っている。
木村さんは、食品製造会社で食品開発と品質管理業務

に携わった経験を活かし、衛生管理と商品開発のアドバイ
ザーとして活躍。秋田県6次産業化プランナーに就任後は、
農家の商品づくりのサポートにも力を入れている。「消費者
ニーズに合わせた商品づくりや、従業員教育を含めた衛生
管理面を重視しています」と木村さん。昨年から同セン
ターの創業支援室を利用しており、「センターの登録専門
家になってからは、企業をまわることも増え、それがネット
ワークづくりに役立っています」と話してくれた。
6次産業化プランナーとして、秋田の安全安心な農作物

を使った商品開発は、食naviステーションの今後の活動に
とっても大きな可能性を秘めているという。

一つの出会いから生まれた新発想

株式会社ドラグーンは「ラビット秋田臨海店」運営を主体
に自動車販売・レンタカーを手がけている。今年8月、新
事業「ご当地レンタカー」を始動させ、新発想のレンタカー
として注目を集めている。
「ご当地レンタカー」の誕生のきっかけは、2年前の川連
漆器職人との出会いだった。「川連塗りを車の内装部品に
使えないかと相談を受けました。発想に興味は湧きました
が、具体的なビジネス展開には至りませんでした。」と鎌田
社長。その後、平成28年度の観光庁予算2.5倍増のニュー
スを知り、観光×レンタカーという視点から、「ご当地レン
タカープロジェクト」を立ち上げた。「異文化に触れる感動
をドライブで体感してもらいたい。そのために、内装に川
連塗りなどの伝統工芸を使用しよう」。

平成28年11月、「ご当地レンタカー」試作1号車（PR
カー）デビュー。インパネに朱色の川連塗り、ハンドルに
樺細工、シートに秋田八丈を使用し、PR用のラッピング
を施した試作1号車の話題性は高く、観光事業関係者や
マスコミ各社からも大きな反響を呼んだ。

秋田県内の中小企業・小規模事業者のための経営相談所として、
売上拡大、経営改善など経営上のあらゆるお悩みの相談に対応
します。コーディネーターを中心とする専門スタッフが適切な解
決方法を提案します。

あきた企業活性化センター/秋田県よろず支援拠点
（018-860-5605）まで。

介護食品と6次産業化の融合を目指す 伝統工芸を施したレンタカーで
“寄り道”ドライブを提案

事業概要 秋田県よろず支援拠点

お問い
合わせ

介護＆健康維持食品をライフワークに

食naviステーションの創業理念の一つが「介護食品・健
康維持に役立つ食品の販売」。高齢化が進む中、「きちんと
噛んで食べる食事」を守りたいと考えている。そのために
その人の健康状態や嗜好に合わせた介護食品を届ける業
務も行っている。「ネット等の通販で簡単に買えますが、
“味が分からない”、“大量買いが基本”等の制約もありま
す。私たちは最初にカウンセリングを行い、一人一人に合せ
た商品をお届けします」と木村さん。
商品開発アドバイザー・6次産業化プランナーとして軌
道に乗り出した木村さんが描く未来予想図は、秋田の食材
を使って作る介護食品のプロデュース。「道は遠いかもしれ
ないけれど、この目標に向かっていきたい」と意気込みを
語ってくれた。

レンタカー＋αのアイディア広がる「ご当地レンタカー」！

現在、「ご当地レンタカー」は、PRカー同様に秋田の伝
統工芸使用の内装とラッピングを施した3台。今後はニー
ズを見ながら台数を増やす計画になっている。

しかし、この事業の特徴はこれだけに留まらない。秋田
の旅をより楽しんでもらうため、オリジナルの観光情報端
末を搭載し、気ままに寄り道を楽しんでもらうためのサー
ビスを展開する。

また、「ご当地レンタカー」事業が全国初だと知った鎌
田社長は、「ご当地レンタカー」「ゴトレン」を商標登録。こ
のノウハウをベースにした全国展開も視野に入れている。
旧来のレンタカーの既成概念を飛び出し、観光の一翼を
も担う新事業に向ける期待は大きい。

創業や新事業分野進出を目指す意欲的な企業等に、事務スペー
スを提供します。秋田県よろず支援拠点等への日常的な経営相談
が可能です。

あきた企業活性化センター／総合相談課
（018-860-5610）まで。

事業概要 創業支援室

お問い
合わせ
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　「つくる・食べる
を応援します」と
木村まゆみさん

「レンタカーで
新しい観光を
提案します」と

鎌田学さん
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